
規

則 

埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一 

県
内
に
設
置
し
て
い
る
全
て
の
事
業
所
（
当
該
事
業
者
が
連
鎖
化
事
業
者
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
者
が
行
う
連
鎖
化
事
業
の
加
盟
者
が
設
置
し
て
い
る
当
該
連
鎖
化
事

業
に
係
る
事
業
所
を
含
む
。
）
に
お
け
る
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十

四
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
。
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
省
エ
ネ
法
施
行
令
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
い
う
。
）
を
合
算
し

た
も
の
が
千
五
百
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
る
事
業
者 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
該
当
し
た
年
度
」
の
下
に
「
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
四
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
省
エ
ネ
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
」
を
「
省
エ
ネ
法
施
行
令
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
二
条
第
一
号
の
規
定
は
、
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
（
平
成
二
十
一

年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
八
年
度
以
後
の
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
を
作
成
す
る
事
業
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
七
年
度
以
前
の

同
計
画
を
作
成
す
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 


